
  

第１１号 

平成２５年新春号 

医療法人 新井病院 

編集発行 広報委員会 

理念 

１．地域医療に貢献します 

２．良質な医療を提供します 

３．患者様の目線に立った信頼 

される医療機関を目指します 
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新年の挨拶 
 

新年明けましておめでとうございます。 

皆様には、さわやかな新春をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。また昨年中当院に賜りました数々のご厚情

とご支援に対しまして、職員一同心より御礼申し上げます。新井病院は 1922 年（大正 11 年）に開院し、地域の皆様に

愛され、おかげ様で 91 年目を迎えることが出来ました。当時は治療のための情報、薬品、器材も不十分であり、保健医

療制度も無かったなかで診療を続けていくことは容易ではなかったと想像できます。 

日本で最初の社会保険は戦前までさかのぼり、1927 年に工場や鉱山などの労働者を対象にした健康保険法が施行され

たのが始まりと言われています。1938 年には農業や漁業に携わる人を対象にした国民健康保険が制定されました。戦後

国民の約 3 割が無保険であることが社会問題となり、1958 年に健康保険加入を義務付ける新しい国民健康保険法が制定

されました。1961 年に国民健康保険事業が全国の市町村で始められ、国民皆保険（誰もがいつでもどこでも保健医療を

受けられる）が実現されたといわれています。 

今日医学は飛躍的な進歩を遂げ、毎年新薬がいくつも承認され、高度の医療機器を用いた検査及び治療が可能となり

ました。日本の誇る保健医療制度により、患者様が安心して治療を受けられるだけでなく、医療に携わる全ての人が安

心してそのサービスを提供できるようになり、そのおかげで当院もより良い医療が提供できるよう施設規模の拡大と医

療内容の充実を図ってまいりました。 

ところが 21 世紀は構造改革の名の下に医療費が抑制され、医療を取り巻く環境は厳しいものとな

りつつあります。医学の進歩とともに医療費が増大、さらに平均寿命が延びたことにより高齢化は

進み、医療費は膨れ上がるという現状があります。近い将来患者様の自己負担割合は増え、さらに

保険点数引き下げになると言われていますが、その中でも当院の目指すべき目標は変わらず、設立

当初からの基本理念である地域に密着した良質な医療の提供であることには変わりありません。 

本年も患者様や地域にお住まいの皆様、そして開業医の先生方からのご意見を真摯に受け止めて、

全職員が各々の役割と責任を自覚し努力してまいります。今年一年、さらなる御指導、ご鞭撻をお

願い申し上げまして新年の挨拶とさせて頂きます。                      理事長 吉田葉子 
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 ●肥満の改善＆予防 食事のポイント 
  

「主食・主菜・副菜」を揃える 

 油抜きや主食抜きなどの偏食は、必要な栄養が不足して

しまいます。体のエネルギー源となる糖質や脂質、筋肉を

作る蛋白質、体の調子を整えるビタミンやミネラルなどを

充分に摂れるよう、主食・主菜・副菜を食事に揃えるよう

にしましょう。 

「おかず食い」は痩せにくい 

 魚、肉、卵、豆腐は、蛋白質と脂質の混合物で高エネル

ギー。料理に油を使うと更にエネルギーをとってしまう事

に。ご飯を適量とることで満足感があり、かえって食べ過

ぎや間食を防ぐ事ができます。 

「野菜不足」は痩せにくい 

 野菜類(芋類や一部の野菜を除く)、海藻、きのこ、こん

にゃくはカロリーも低く、満腹感が得られます。 

「濃い味付け」は肥満のもと 

 濃い味付けは食欲が増し、食べ過ぎのもとになるので注

意。 

「牛乳コップ 1 杯、果物」を 1 日 1 回 

 牛乳や果物を間食にすると、不足しがちなカルシウムや

ビタミンをとることができます。 

「よく噛んで」ゆっくり食べる 

 良く噛むことで満腹感が得られ、過食を防ぎます。 

「欠食・間食・夜食」はやめる 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

肥満と健康障害 
新井病院院長 内科 関谷 栄 

 

 肥満による健康障害をあげると高脂血症、高血圧、糖尿

病、脂肪肝、胆石、変形性膝関節症、痛風などがあげられ

ます。高脂血症、高血圧、糖尿病などは動脈硬化が進行し

やすく、心筋梗塞や脳梗塞の誘因にもなります。 

これらの健康障害は、遺伝的要因、加齢的要因、生活習

慣によって決められます。たとえば糖尿病では、糖尿病に

なりやすい体質があり、年齢とともに膵臓からのインスリ

ン分泌が減少し、また筋肉が減少することで血糖値が上昇

してきます。そこに、食事の過剰摂取や運動不足などの悪

い生活習慣があるとより血糖値が上昇することになりま

す。逆に生活習慣を改善することで、血糖値の改善をみる

こともあります。 

過剰な脂肪にも 2 種類あります。それは、内臓脂肪と皮

下脂肪です。内臓脂肪は動脈硬化を促進し、心筋梗塞等を

来しやすくすると言われております。一方皮下脂肪にはそ

のような作用はあまり認められておりません。内臓脂肪を

評価する方法としては、腹部 CT で臍部の内臓脂肪が 100

㎠以上を内臓肥満としております。（次ペ－ジに画像を掲

載）また、簡易的には、腹囲が男性で 85 ㎝以上、女性で

90 ㎝以上の場合に内臓肥満と考えます。 

 動脈硬化の測定法としては、血圧脈波、頸動脈エコー、

心電図などがあげられます。血圧脈波では、血管の狭窄や

動脈硬化を容易に測定できます。頸動脈エコーでは、血管

内皮細胞の厚さを測定します。心電図では、心筋の酸素不

足等の状態を測定できます。糖尿病や高血圧などがある人

は、肥満の有無にかかわらず検査をしておきたいところで

す。 

 肥満の治療は、食事療法が基本となります。さらに可能

な範囲で運動療法を行います。運動療法をしないと、筋肉

が減って体脂肪は減らないことになります。また、骨まで

ダイエットされてしまうことになり、骨粗鬆症へとつなが

ってしまいます。 

 このように肥満の解消のためには、食事や運動など生活

習慣を点検していかなくてはなりません。効果の判定のた

めに体重測定を行い、問題行動の抽出と実施状況の点検と

修正を行えば、リバウンドもなく適正な体重が続くものと

思います。 
 

 

肥満の改善と予防の食事について 

           

管理栄養士  寺村 容子 
 肥満は糖尿病や高血圧症、心筋梗塞などの生活習慣病の

原因になると言われています。そこで肥満の予防について

考えてみましょう。 

 減量に近道はありません。食習慣を見直して、できそう

な事から 1 つずつでも良いので改善していきましょう。 

 

 

 

食べた物を紙に書いてみると、自分の

食生活の意外な発見があるかもしれ

ません。体重を計り、記録する事も継

続の励みになることがあります。 

朝食で肥満予防！～早寝・早起き・朝ごはん～ 

 
 朝食は「時間がなくて食べられない」「食欲がないから

食べない」「痩せたいから抜いている」「寝ていたい」こ

んな方はいませんか？ 

 朝食を抜くと空腹状態が続き、昼や夕食に多く食べて

しまいがち。また、脳は「飢餓状態」と判断し、できる

だけ身体の活動量を抑え、非常時に備えて体に脂肪を蓄

えるようになってしまい、肥満につながりやすくなりま

す。また、夕食の時間が遅くなると、吸収したエネルギ

ーをあまり使わず脂肪として蓄積しやすくなる上、朝起

きた時に食欲がなく、朝食が食べられなくなる事があり

ます。早く就寝し、ゆとりをもって起床。準備などをし

て少し体を動かしてから朝食をとるようにすると、胃腸

も働き始め、おいしく食べる事ができ、肥満も予防でき

ます。 



●ＣＴ検査で体脂肪の計測ができます 
ＣＴでヘソ周りを 1 スライス撮影して、内臓脂肪(赤色)と皮下脂肪(青色)を計測できます。診断後は結果をレポートに

てお渡しします。短時間で苦痛もない検査ですので、生活習慣病等の対策に是非ご活用ください。 

当院のＣＴ案内 
最新の 16 列マルチスライス CT スキャナを設置したことで、従来の CT スキャナと比べて、高速に検査を行え、より多

くの情報を取得することができます。検査時の息止めの負担を軽減すると共に、病変

の早期発見にも貢献し、より早い治療計画から治癒に役立ちます。更に、患者様が気

にされる CT 検査時の被曝も、最新の被曝低減機能により、従来の検査と比較して最

大 75％低減され、被曝の不安を感じることなく安心して検査を受けていただけます 

 

 

 

 

 

 

院内感染対策と当院の取り組み 
 入院によって新たな感染症

に罹患することは、本来必要

な治療以外の治療が必要にな

ってしまい、大変な不利益を

もたらします。また血液がつ

いた針などを刺してしまって

医療従事者が肝炎などを起こ

してしまうことも院内感染に

含まれます。そのため、院内

感染対策は病院内に関わるす

べての人を守る医療安全対策

とも深く関連し、安全な医療を提供するために必要な事です。 

 当院では、対策方針を決定する院内感染防止対策委員会を設置し、さら

にその実働組織として感染制御チーム（ICT）を設置し、活動を続けており

ます。 

●感染防御対策室・感染制御チーム構成メンバー 
感染防御対策室は感染対策経験を有する医師を室長とし、感染管理責任

者を検査技師で構成し、院内感染対策チームは看護師、検査技師・薬剤師

など各部署からの実務者で構成されています。部署の垣根を越えた迅速な

活動を目指しています。 
 

 

●インフルエンザ、ノロウイルス感染の予防に手洗いを！ 

新人紹介   

女性技師が大活躍！ 

 

解析前 解析後 

理学療法士 山下智子 

検査技師 大熊 恭子 

放射線技師 太田加世子 

男性しかいなかった放射線科

に初めて女性技師として入職し

ました。マンモグラフィーなど

の「男性に撮影されるのはちょ

っとイヤ」という検査は、でき

る限り私が担当しています。ま

た、今まで男性技師には言いに

くいこともあったと思います。

そのような患者様の心理的負担

を少しでも軽減できればと思っ

ています。 

平成 24 年 10 月に入職しまし

た。検査科で主に超音波検査を

担当しています。腹部、心臓は

もちろんのこと特に乳腺超音波

検査では女性の患者様に安心し

て検査を受けていただけるよう

に配慮を怠らずがんばります。

宜しくお願い致します。 

平成 24 年 10 月に入職いたし

ました山下智子と申します。病

院や施設での介護経験もありま

すので、患者様おひとりおひと

りの声に親身になって耳を傾

け、地域の皆様と信頼関係を築

きながら理学療法をおこなって

いきたいと思っております。宜

しくお願い致します。 



診療担当医表 

  月 火 水 木 金 土 

内科 

午前 

関谷 

柴 

山本 

関谷 

吉田 

鎌仲 

柴 

関谷 

鎌仲 

佐々木 

関谷 

吉田 

柴 

関谷 

※注①鎌仲/柴 

佐々木 

午後 

関谷予約 14:00～15:00 

吉田 13:30～15:00 

鎌仲・佐々木 

関谷予約 14:00～15:00 佐々木 柴 鎌仲 ※注② 

循環器内科 
午前 

柴 

山本 
- 柴 - 柴 ※注①柴 

午後 - - - 柴 ‐ - 

消化器内科 
午前 牧野 

神崎 

浅部 

吉田 

牧野 
- 

吉田 

神崎 
神崎 

午後 吉田 13:30～15:00 浅部 神崎※手術日は休診 - - - 

呼吸器内科 
午前 - - 鎌仲 

鎌仲 

高木 
- ※注①鎌仲 

午後 鎌仲 - ‐ 高木 鎌仲 - 

外科 

午前 牧野 

神崎 

三坂 

河村検査終了後 

牧野 

高田検査終了後 

三坂 

加藤検査終了後 

神崎 

石岡 

神崎 

三坂 

午後 ‐ 
三坂 予約 

河村検査終了後 

神崎※手術日は休診 

三坂・高田 
加藤 石岡 注② 

消化器外科 

午前 牧野 
神崎 

河村検査終了後 

牧野 

高田検査終了後 
加藤検査終了後 

神崎 

石岡 
神崎 

午後 ‐ 河村検査終了後 
神崎※手術日は休診 

高田 
加藤 石岡 - 

循環器外科 
午前 - 三坂 - 三坂 - 三坂 

午後 - 三坂 予約 三坂 - - - 

肛門外科 
午前 牧野 神崎 牧野 - 神崎 神崎 

午後 ‐ - 神崎※手術日は休診 - ‐ - 

呼吸器外科 
午前 - - - - 青山 - 

午後 - - - - - - 

糖尿病内科 

午前 関谷 関谷 - 
関谷 

佐々木 
関谷 

関谷 

佐々木 

午後 
関谷予約 14:00～15:00 

佐々木 
関谷予約 14:00～15:00 佐々木 - - - 

内分泌内科 
午前 - - - 佐々木 - 佐々木 

午後 佐々木 - 佐々木 - - - 

肝臓内科 
午前 - - 吉田 - 吉田 - 

午後 吉田 13:30～15:00 - - - - - 

脳神経外科 
午前 福島 - 福島 福島 - 福島 

午後 福島 - - 福島 - - 

乳腺外科 
午前 - - - - - 中川 1.3.5 週 

午後 - - - - - - 

リウマチ科 
午前 関谷 関谷 - 関谷 関谷 関谷 

午後 関谷予約 14:00～15:00 関谷予約 14:00～15:00 - - - - 

整形外科 
午前 山藤 鈴木 三田 - 三松 三田 

午後 山藤 鈴木 三田 - 三松 15:00～16:00 三田 

アレルギー科 
午前 関谷 関谷 - 関谷 関谷 関谷 

午後 関谷予約 14:00～15:00 関谷予約 14:00～15:00 - - - - 

注① 土曜日午前の柴／鎌仲Ｄｒは隔週にて診察を行います。 

１月 柴Ｄｒ １２日、２６日          １月 鎌仲Ｄｒ ５日、１９日 

２月 柴Ｄｒ  ９日、２３日     ２月 鎌仲Ｄｒ ２日、１６日 

注② 土曜午後は内科・外科の常勤医が 1 名診療します。 

※夜間・休日は急患のみ受け付けております。電話でご確認の上、ご来院ください。 

※この診療担当表は変更になることがありますので電話でご確認の上、ご来院ください。 

キャンドルサービスを 

行いました 平成 24 年 12 月 21 日 

編集後記    ～今年は巳年～  
蛇はもともと生命力の強い生き物で、さらに脱皮をする度

に若返り、いつまでも生き続けると信じられていました。

昔の人々は、そんな蛇を生命と豊穣の象徴として捉えたよ

うです。抜け殻さえも大切に扱われ、抜け殻を入れた風呂

に入ると肌に光沢がつき、黒焼きを油で練って禿頭に塗れ

ば黒髪生じ、財布に入れれば財運が来ると信じられていま

した。蛇は脱皮を繰り返しながら成長していくということ

ですが私達も蛇にあやかり、いろんな形で日ごろの仕事を

しっかり見詰め直し、新たな脱皮をして新たな仕事スタイ

ルに変革、取り組んでいく、そんな一年にしたいと思って

おります。食事と運動で肥満予防もしつつ！！ 

 

診  療  日：月曜日～土曜日 

診療受付時間：午前 ７：００～１２：００ 

        午後１３：００～１６：００ 

診 療  時 間：午前 ８：３０～ 

       午後１３：３０～ 

休  診  日：日曜日・祝日・年末年始 12/31～1/3 

厳粛な雰囲気の中、看護部の｢ナイチンゲール誓詞」に続き、尺八＆リコーダー

＆ピアノ演奏で♪聖しこの夜♪を参加者全員で合唱し、患者様にプレゼントが渡

されました。その後、キャンドルに灯されたドクタ－サンタがプレゼントを持っ

て病室にも現れ、ほんの少しだけクリスマス気分を味わっていただけたのでは… 


